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1 はじめに 
 近年，様々な検索ツールの利用が可能になってい

るが，依然，キーワードに依存した検索が主流を占

めている．このことから，人の経験に基づき時間や

記憶をきっかけにした検索システムの開発が行われ

ている．それらの研究の多くはユーザ個人の経験の

みに基づいた検索手法となっている．これに対して

本研究では，家族などの小さな共同体において複数

人によって情報が自然に共有される場合に，複数人

のイベントを介在して個人の情報を効率的に検索す

る手法を提案し，その手法に基づくシステムを開発

することを目的とする．  

 

2 経験共有に基づく検索 
 2.1 経験共有に基づくイベント増加 

複数人で経験を共有することにより， 

個人のイベントだけでなく，自分が知っているコミ

ュニティ内の他人のイベントを通して自分のファイ

ルを検索することが出来る．複数人のイベントを登

録することで，自分だけのイベントを検索する場合

に比べ，検索の再現率を上げることができる． 

 2.2 イベントとデータの関連性 

 イベントと取得されたデータには関連性が存在し，

特定のイベントごとに特定のファイルが関連付けら

れるという，イベントのタイプとファイルの種類に

ある程度の共起関係が存在する．イベントとファイ

ルの対応関係を明確にすることによりイベントを機

軸にした特定ファイルの検索精度向上を検討する． 

表１ イベントとデータの関連の例 

イベント ファイル 
学校 Microsoft Office 
仕事 Microsoft Office, PDF 
旅行 画像・動画 

2.3 イベントを基軸とした情報検索 

 イベントを機軸とした情報検索は，イベントを考慮

して，検索対象ファイルの絞込みを行う操作に相当

する．以下に，イベントに対してファイルを特定 

する方策を示す． 

(i)時間的一致性 

 ファイルの生起がイベントの生起と同時刻の場合，

時間的一致性を捉えることにより対象ファイルの絞

込みを行う． 

(ii)イベントの前後における時間的一致性 

 ファイルの生起がイベントの生起の前後の時間帯

である場合，その時間帯における時間的一致性を捉

えることにより対象ファイルの絞込みを行う．また，

本研究ではイベントの前後の他に「最近」や「結構

前」という言葉を使用している．「最近」とは当日か

らの日付の差が大きければ大きい程該当する確率が

少なくなり，「結構前」では，ファイルが一週間以前

に生成された場合，当日からの差が大きい程確率を

増やすものとした． 

(iii)自分と他人のイベントとの相対関係 

 上記(i)～(ii)におけるイベントを利用したファイ

ル特定の手段は，個人のイベントだけでなく他人の

イベントに関しても適用可能である．これらに加え，

個人のイベントと他人のイベントの生起の相対関係

により対象とするファイルを絞り込むことができる．  

 
図１ ファイルと家族のスケジュール 

 

3 検索結果の評価方法 
 与えられる条件は「時」「ファイルタイプ」「所

有者とイベント」である．「所有者とイベント」は

０~３個指定できる．まず，チェックした確実な条

件以外に該当するファイルを検索対象から外し，検

索対象となるファイルに一致度をつける．一致度は，

それぞれの項目の一致度の総和をそれぞれの完全一

致度の総和で割ったものとしている． 

 

4 提案する検索手法の検証 
 上に提案した情報検索手法を検証する．本システ

ムでは，一般的な検索システムと比較して，ユーザ

が求めるファイルに対してどれだけ適した情報を提

供できるかを評価する．検索対象となるファイルは

ＰＣで収集した実際の１ヶ月分のファイル 71 件で

ある．ファイルのタイプはワードやエクセル，画像

など様々なものが含まれる．これらを検索対象とし

自分のスケジュールと家族のスケジュールを用いて

検索を行う． 

4.1 検索条件 

 ユーザは以下の検索条件を指定できる． 

① ファイルを作成した大まかな日時 

② ファイルタイプ 

③ 複数人のイベントとの同期 

更に，①~③における検索条件を一つ選び基軸とし

て検索することができる． 

4.2 検索結果と関連候補ファイルの提示 

 検索結果は，指定された条件にマッチした検索条

件が評価の高い順に表示される．また，基軸とした

検索条件のみに関連するファイルを１つ提示するこ



とにしている．これは，ユーザが指定した確かな情

報のみを条件として検索した結果を提示している． 

4.3 検索結果の評価 

 実際にＰＣに保存された１ヶ月分のファイル 71

件を検索対象とする．また，自分や家族のイベント

の組み合わせは 20 件となった．その中で「中間発

表.ppt」というファイルを探したい場合に，(1)~(3)

の条件の下，検索を行った． 

(1)検索条件に時間とファイルタイプを選択した場

合 

「最近使用した，拡張子が不明なファイル」を指定

した場合，結果として 71 件あるファイルから「最近」

という時間情報に適合した 30 件が検索結果として

反映された．最上位に出た結果は「010.jpg」であっ

た．検索結果 30 件の中に中間発表.ppt というファ

イルは存在するが，結果，上位には表示されていな

かった． 

 
図２ 時間が指定されている場合 

(2)検索条件の(1)に更に自分のイベントや他人のイ

ベントを指定した場合 

「最近使用した，拡張子が不明なファイルで，私が

学校に行っていて，妹が旅行に行っている時」と指

定すると，検索結果は８件あり，最上位に出た結果

は「中間発表メモ.txt」であった． 

 
図３ イベントが指定されている場合 

(3)検索条件の(2)に確実な情報のカテゴリを指定し

た場合 

 条件「最近使用したが，拡張子が不明なファイル

で，私が学校に行っていて，妹が旅行に行っている

時」を指定し，更に「最近」使用したのが確からし

いとした場合，図２のような結果が得られた．検索

結果は８件で，最上位にあるファイルは「中間発

表.ppt」である． 

 
図３ 全ての条件を指定した場合 

 

5 考察 
 提案した検索手法を利用し検索を行ったところ，

曖昧な記憶であっても，複数の条件を指定すること

により理想とするファイルを検索できることがわか

った．4.2 検索結果の評価の(1)(2)(3)において，一

般的な検索条件である(1)の条件では，検索結果が多

く，絞り込みは難しいことがわかる．(2)の自分のイ

ベントだけでなく他人のイベントを指定する場合，

理想的な絞り込みは行えるものの，欲しいファイル

は上位に表示されていなかった． 

 個人のイベントを中心に情報検索を行う際に，検

索対象となるファイルの発生と個人のイベントが時

間的に一致している際には，一般的にイベントを通

じて対象ファイルを特定しやすい．また共同体のイ

ベントが登録されている場合には，個人のイベント

が登録されていた際の検索手法を含み，さらに，コ

ミュニティ構成員のイベントを通じて対象となるフ

ァイルの検索が行えるようになることから検索の再

現率が向上し，さらに構成員の複数のイベントに基

づくファイルの絞込みが行えるようになることから

適合率も上げることが可能となることが検証された． 

6 おわりに 

 本研究では，人が記憶しているイベントを通して，

そのイベントに関連するファイルを検索するシステ

ムを構築し，有効性を確かめた．検索結果とユーザ

自身の理想順位とを比較して，有効であることを確

認し，過去のイベントという知識の共有が自分のフ

ァイルを検索する際に役立つと考えられる．今後の

課題として，イベントがない時間帯をファイルと結

びつけること，家族以外のコミュニティでも利用可

能なように拡張すること，が挙げられる． 
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